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使いこなそう対話型データベース使いこなそう対話型データベース使いこなそう対話型データベース使いこなそう対話型データベース

この章の内容この章の内容この章の内容この章の内容

この章では日々入力していったデータをどのよう

に集計、分析していけば効率的かを、習得してい

ただけるように説明しています。

日々入力し続けてきた売上データをもとに、日計

表の作成から顧客別の売上ランク付け等。

やりたかった事がこんなにも簡単に実現する。

ＴｈｅＰＩＰＳならではのデータベース機能を満

喫ください

表計算だけが計算表計算だけが計算表計算だけが計算表計算だけが計算じゃない！！じゃない！！じゃない！！じゃない！！ 　　　　　　　　　　　　　　　　

顧客マスタ

売上台帳売上実績台帳

商品マスタ
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５２

　　　　　　　　　　　　　　　　小計を取るには小計を取るには小計を取るには小計を取るには

貯まったデータを使って日計表を作ってみましょう貯まったデータを使って日計表を作ってみましょう貯まったデータを使って日計表を作ってみましょう貯まったデータを使って日計表を作ってみましょう

使う指令　ＳＴ使う指令　ＳＴ使う指令　ＳＴ使う指令　ＳＴ（Ｓｕｂ　Ｔｏｔａｌ）

メニューだったら 　 処理（Ｐ） 　→　 小計（ＳＴ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(1)(1)(1)(1)

集計の対象になるページと、小計

の種類等を指定します。

今回は出来上がった小計表を見や

すくするために罫線をつけます。

次へ

集計したいキー列がソートされているのが前提です。集計したいキー列がソートされているのが前提です。集計したいキー列がソートされているのが前提です。集計したいキー列がソートされているのが前提です。

今回は日次集計でデータは日付順に並んでいますので、そのまま集計ができま

す。データを並べ替えるには指令ＳＯＲＴ。キー列にＩＮＤＥＸがかかってい

る場合も並べ替える必要はありません。
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５３

売上データ日計表売上データ日計表売上データ日計表売上データ日計表

　　　

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(2)(2)(2)(2)

キーとなる列番号を指定します。今回は日計を集

計したいので、日付が入っている列を指定しま

す。ここでは 1列目が日付になっています。

次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(3)(3)(3)(3)

キー列を指定した分列番号と小計名が表示されま

す。小計名を変更したいときのみリストボックス

のキー列をリバースさせ 編集 を左クリックする

と修正できる状態になります。今回は 次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(4)(4)(4)(4)

集計列を指定します。８ 追加 ９ 追加 と左クリ

ック。結果の保存先を指定します。

保存なし：集計結果を保存せずに画面上に残しま

す。

保存先指定：新規バインダー名を指定すると新し

いバインダーを作って、集計結果を保存します。

さあ、結果が出ました。

みなさんはうまく日計表になりましたか？
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５４

クロス集計の集計パターン標準クロス集計の集計パターン標準クロス集計の集計パターン標準クロス集計の集計パターン標準（Ｓ）を使っての担当者別の日計表作成手順（Ｓ）を使っての担当者別の日計表作成手順（Ｓ）を使っての担当者別の日計表作成手順（Ｓ）を使っての担当者別の日計表作成手順

（１）売上台帳をもとに集計

　　　　 　　　

ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

小計には指令ＳＴの形と他にクロス集計（指令ＣＲＯＳＳ）というものが

あります。クロス集計にはＳＴの小計のみと同じような集計をするマルチ

（Ｍ）と文字どおり縦横クロスさせてデータを見る標準（Ｓ）、他には文

字列の件数を集計する列（Ｃ）と決めた区間の集計をとるレンジ（Ｒ）が

あります。クロス集計は分析に使える指令でもあります。形を変えてデー

タを見るにはもってこいの機能ですのでぜひご活用ください。ＳＴとの使

い分け…明細付きの小計が欲しいときはＳＴと覚えておいてください。

（４）集計結果表（担当者別日計表）

（３）タイトルを入れて 実行 を左クリック（２）縦項目、横項目、集計列を決める

面白くて簡単なのは、縦項目と横項目と集計

列をいろいろ変えるだけで、いろんな数値が

見えてくる事です。売上台帳の中だけでも、

１． 担当者別の商品別売上

２． 商品別の色別の売上本数

３． 天気による色別売上の傾向

…まだまだ考えるといろいろ出てきます

ね。そういう統計を取って、よく売れるお店

（会社）をもう１度考えてみませんか？

日付の列日付の列日付の列日付の列
担当者の列担当者の列担当者の列担当者の列
金額の列金額の列金額の列金額の列
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５５

　　　　　　　　　　　　別の台帳に転記するには（１）別の台帳に転記するには（１）別の台帳に転記するには（１）別の台帳に転記するには（１）

売上台帳のデータを顧客台帳売上台帳のデータを顧客台帳売上台帳のデータを顧客台帳売上台帳のデータを顧客台帳（マスタ）に転記してみましょう。（マスタ）に転記してみましょう。（マスタ）に転記してみましょう。（マスタ）に転記してみましょう。

顧客マスタ顧客マスタ顧客マスタ顧客マスタ

7列目に数量、8列目に金額の項目があります。売上台帳を集計してここに転記してみまし

ょう。

顧客マスタの内容は次の通りです。

顧客名、住所、電話番号、好きな色、年齢等の情報を入れておきま

した。顧客マスタには、戦略になるような情報がたくさん欲しいで

すね。あなただったらどんな情報が欲しいですか？

その情報を役に立てて、お客様にも喜ばれ、お店（会社）も繁盛す

るといいですね。

さて、チョチョイノチョイッと売上台帳を集計して顧客マスタに転

記しましょう。

22222222
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使う指令　ＣＲＯＳＳ

ツールバーだったらツールバーだったらツールバーだったらツールバーだったら

メニューだったらメニューだったらメニューだったらメニューだったら 　　　　　　　　 処理（Ｐ）処理（Ｐ）処理（Ｐ）処理（Ｐ） 　→　　→　　→　　→　 クロス集計（ＣＲＯＳＳ）クロス集計（ＣＲＯＳＳ）クロス集計（ＣＲＯＳＳ）クロス集計（ＣＲＯＳＳ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

集計対象を「売上台帳」、

集計パターンを「マルチ」として

次へ を左クリックします。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（２）（２）（２）（２）

集計の種類を「合計」、縦項目は

2 列目に顧客コードが入っている

ので「２」、集計列は数量と金額

の列を集計したいので「８／９」

と書き込んだら 次へ を左クリッ

クします。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（３）（３）（３）（３）

既存集計表を使用をチェックし

て、「顧客マスタ」と書き込んで

次へ 。この時 参照 を左クリッ

クしてバインダーを選択すると便

利です。
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５７

「顧客マスタ」の「数量」と「金額」の列に集計結果が書き込まれました。

集計しながら集計しながら集計しながら集計しながら
転記作業転記作業転記作業転記作業

数量と金額の列に集計結果が書き込まれました。数量と金額の列に集計結果が書き込まれました。数量と金額の列に集計結果が書き込まれました。数量と金額の列に集計結果が書き込まれました。

クロス集計は指定された列の項目名を見ています。転記先台帳と集計元台帳の項目名を同じにして

ください。違う場合は集計結果を転記しませんのでご注意を！

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（（（（4444））））

集計表のキー列を聞いています。

売上台帳で縦項目と選んだ列と同じ

データが入っている列を書きます。

ここでは顧客コードの入っている列

ですから「１」と記入します。

実行

PointPointPointPoint
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　　　　　　　　　　　　　　　　ランク付けするにはランク付けするにはランク付けするにはランク付けするには

売上順にお客様にランクをつけてみましょう。売上順にお客様にランクをつけてみましょう。売上順にお客様にランクをつけてみましょう。売上順にお客様にランクをつけてみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

使う指令　ＨＩＳＴ使う指令　ＨＩＳＴ使う指令　ＨＩＳＴ使う指令　ＨＩＳＴ（ＨＩＳＴｏｇｒａｍ）

メニューだったら 　　 処理（Ｐ） 　→　 区間の計算（ＨＩＳＴ）

顧客マスタにお客様ごとの売上実績が集計されましたので、次

はお客様ランクをつけることにしましょう。例えば、春の展示

会を開いたときにＡランクのお客様、Ｂランクのお客様ごとに

プレゼントを変えるとか、Ｂランク以上のお客様にプライスダ

ウンの「前日ご招待ハガキ」を出したり、いろんなサービスが

考えられますね。さあ、サービスの内容はあなた自身に任せ

て、ここではランク付けをやりましょう。

23232323
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５９

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（２）（２）（２）（２）

金額を基準に集計しますので、集

計列は金額の列「８」

ランクをつけたいけど、書き込む

列を用意していないのでマーク付

けのところは列の追加を選びま

す。

次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

処理範囲は「顧客マスタ」で、処

理の種類は「件数」とします。

処理の種類には「合計」と「件数」

があります。「合計」はランク別

に指定した集計項目の合計を出し

ます。「件数」はランク別に何件

あったかを出します。 次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（３）（３）（３）（３）

集計元表（ランク表）を作ります。

タイトルは「ランク表」にしてお

きます。できたランク表を保存す

るかどうかの質問です。今回は保

存なしにします。

次へ
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ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（４）（４）（４）（４）

最小値、最大値は自動設定にして

おくと集計する金額の中から最小

値と最大値を選んできます。

区間数は「ＡＢＣＤＥ」と 5段階

にしたいので「５」とします。

実行

マーク付けされた顧客マスタマーク付けされた顧客マスタマーク付けされた顧客マスタマーク付けされた顧客マスタ

最終列にマークの列が追加され、それぞれのランクが書き込まれました。
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６１

ランク表は保存なし指定でしたが、サブ画面にありますので、見ることができます。

使う指令　Ｓ使う指令　Ｓ使う指令　Ｓ使う指令　Ｓ（Ｓｗａｐ）

メニューだったらメニューだったらメニューだったらメニューだったら 　　　　 ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ） 　→　　→　　→　　→　 サブ画面を開く（Ｓ）サブ画面を開く（Ｓ）サブ画面を開く（Ｓ）サブ画面を開く（Ｓ）

　　　

　
メ
イ
ン
画
面

　
サ
ブ
画
面
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手作りランク表手作りランク表手作りランク表手作りランク表

 

　　　　　　

ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

決まったランク表を使って集計するには、指令Ｏを使って作成してもかまいま

せんが、１度指令ＨＩＳＴを実行して、自動的にできたランク表を使うと簡単

にできますのでお奨めです。さあ、さっそくさっきのランク表を利用して独自

のランク表を作ってみましょう。

ランク表の見方ランク表の見方ランク表の見方ランク表の見方

売上金額が14000円以上56760円未満

のお客様はＥランクで、16人います。

ランク表は前もって作っておくことが

でき、金額の幅も、ランクマークも自

由につけることが可能です。その場

合、集計元表の質問に対して、・既存

表を選択。

・ ランク表（既存集計表）の保存先を

指定します。

・ 

料理長お奨めの手作りランク表はお気に召しま

したでしょうか？金額の範囲も切りのいい数字

にしました。マークは相撲好きの店長に合わせ

ました。

200000円以上はすべて横綱とします。
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メイン画面にメイン画面にメイン画面にメイン画面に「顧客マスタ」とサブ画面に「顧客マスタ」とサブ画面に「顧客マスタ」とサブ画面に「顧客マスタ」とサブ画面に「ランク表」を出してみました。「ランク表」を出してみました。「ランク表」を出してみました。「ランク表」を出してみました。

　　　　

マーク付けされた顧客マスタ 指定された範囲でランク分けされたお客

様の人数が集計されました

顧客マスタの金額の列を既存のランク表を使ってランク分けする手順です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　別の台帳に転記するには（２）別の台帳に転記するには（２）別の台帳に転記するには（２）別の台帳に転記するには（２）

１度作成したデータは、他にも利用したい。１度作成したデータは、他にも利用したい。１度作成したデータは、他にも利用したい。１度作成したデータは、他にも利用したい。そう考えるのが私たち人間です。

そうだ！このランク表を利用して春物の展示会に来店くださったお客様に渡すプレゼント

リストを作ろう。まず数種類のプレゼントを決めてそれぞれのランクの横に書き込みまし

ょう。

Ａランクにはオリジナルティーカップ。Ｂランクにはオリジナル絵皿。Ｃランクにはハン

カチセット。ＤとＥランクにはストッキングにしましょう。

列を挿入してプレゼントを書き込んだらランク表という名前をつけて保存しましょう。

準備ＯＫです。顧客マスタに転記しましょう。

使う指令　ＣＡＭ使う指令　ＣＡＭ使う指令　ＣＡＭ使う指令　ＣＡＭ（Ｃｏｌｕｍｎ　Ａｒｒａｎｇｅ　ｗｉｔｈ　Ｍａｔｃｈ）

メニューだったら 　　 処理（Ｐ） 　→　 照合結合（ＣＡＭ）

24242424
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ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

処理範囲はメインとサブを指定し

ます。メインが「顧客マスタ」で、

サブが「ランク表」とします。

次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（２）（２）（２）（２）

メインの照合列とサブの照合列を

入力します。

列番号を書き込むか、左のように

＠項目名でもＯＫです。

この指定方法は、列番号を確認す

るのが面倒な時にも便利ですが、

オートプログラムのときはもっと

重宝します。列の並びが変わって

も、プログラムを書き換える必要

がありません。 次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（３）（３）（３）（３）

必要な列はＡでメインのすべての

列をさします。Ｓ５はサブの 5列

目という意味です。

この場合、メインのすべての列の

後にサブの 5列目つまりプレゼン

トの列がきます。Ａランクの人に

はティーカップが、Ｂランクの人

には絵皿がといったふうに。 次へ
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顧客マスタにプレゼントの列が追加されそれぞれのランクに合わせたデータが書き込まれ

ました。明石さんはＥランクなので明石さんはＥランクなので明石さんはＥランクなので明石さんはＥランクなので「ストッキング」になりました。「ストッキング」になりました。「ストッキング」になりました。「ストッキング」になりました。

安藤洋子さんは「ハンカチセット」、泉恵子さんは「オリジナル絵皿」。みなさんに喜ん

でいただけるかな？！

　　

このように、コードや文字を照合させながら別の台帳から転記したいといった作業は日常

茶飯事です。それに手作業では手間もかかるし、転記ミスもでます。そのためのチェック

にもうひと仕事増えることになりますから。

ぜひこういった仕事はＰＩＰＳにお任せください。ぜひこういった仕事はＰＩＰＳにお任せください。ぜひこういった仕事はＰＩＰＳにお任せください。ぜひこういった仕事はＰＩＰＳにお任せください。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（４）（４）（４）（４）

保存先は「顧客マスタ」とします。

もし新規に保存したい場合は新し

いバインダー名を書きます。そう

すれば、そのバインダーの名前で

保存してくれます。 実行

ここでは既に存在していますので

上書き確認メッセージが出ますの

で、 はい（Ｙ）

ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

大量のデータの転記にはこれがお勧め大量のデータの転記にはこれがお勧め大量のデータの転記にはこれがお勧め大量のデータの転記にはこれがお勧め

指令ＣＡＭとは別にＳＣＡＭＳＣＡＭＳＣＡＭＳＣＡＭ（高速マッチング処理）が

あります。どうしてもデータが多くなるとマッチングす

るのに時間がかかります。　元データをソートしておく

とＳＣＡＭＳＣＡＭＳＣＡＭＳＣＡＭ（高速マッチング処理）が使えて快適です。
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６７

　　　　　　　　　　　　　　　　データを分類するには（１）データの並べ替えデータを分類するには（１）データの並べ替えデータを分類するには（１）データの並べ替えデータを分類するには（１）データの並べ替え

ここでは、顧客ごとの売上明細台帳を作ってみましょう。

まず顧客コード順にデータを並べ替えます。この時売上日の古い順に並ぶように並べ替え

のキー列を２つにします。１番目のキー列を顧客コード昇順に、２番目のキー列を日付昇

順に。ここでは指令ＳＯＲＴを使います。ＳＯＲＴには大きく分けて、１．データの並べ

替え。２．データの分類。の２つが考えられます。あいうえお順や金額の大きい順に並べ

たいものから、同じデータを集めたい目的のことも多々あります。今回は後者の目的によ

るものです。

使う指令　ＳＯＲＴ使う指令　ＳＯＲＴ使う指令　ＳＯＲＴ使う指令　ＳＯＲＴ

ツールバーだったら

メニューだったら 　　 処理（Ｐ） 　→　 並べ替え（ＳＯＲＴ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(1)(1)(1)(1)

ページ指定のところに売上台帳と

書きます。ここがバインダー名だ

けだったら、指定バインダー丸ご

とと言う意味です。何ページある

か意識する必要がありません。

次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(2)(2)(2)(2)

２列目（顧客 CO）を昇順、１列

目の（年月日）を日付昇順に指定

します。 次へ

25252525
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ソートした結果はでき

るだけ別バインダーに保存すること

をお奨めします。元バインダーに上

書きするのは危険です。

ＷＯＲＫバインダーＷＯＲＫバインダーＷＯＲＫバインダーＷＯＲＫバインダー

（顧客コード順に購入日順に並び替わったデータ）（顧客コード順に購入日順に並び替わったデータ）（顧客コード順に購入日順に並び替わったデータ）（顧客コード順に購入日順に並び替わったデータ）

並べ替えの種類並べ替えの種類並べ替えの種類並べ替えの種類

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(3)(3)(3)(3)

新規保存先はページ指定にチェック

して、ＷＯＲＫと書いてください。

実行

昇順

降順

数値昇順

数値降順

日付昇順

日付降順

文字列を　ＡＢＣ順、あいうえお順に並べます。

文字列を　昇順と逆の順に並べます。（ＺＹＸ～）

数値列を　数字の小さい順に並べます。

数値列を　数字の大きい順に並べます。

日付列を　日付の古い順に並べます。

日付列を　日付の新しい順に並べます。

データは並べ替えただけでも今まで見えなかった事が見えてきます。指

令ＳＯＲＴは単独でもよく使いますが、他の処理をさせる前処理として

も頻繁に使いますので早く覚えてね。

注意注意注意注意!!!!!!!!
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注　意　注　意　注　意　注　意　!!!!!!!!

ＳＯＲＴにはいくつかの注意事項がありますので、頭の

中にメモっておいてください。

� 並べ替えるページ数の倍ページ数の倍ページ数の倍ページ数の倍のサブファイル（ソート用

ワーク）が必要。サブファイルは指令ＩＮで前もっ

て作っておきます。

� 並べ替える元になるページ（バインダー）と保存先

は別バインダーをお奨めします。もし元のバインダ

ーに書き込み中に電源が落ちる等のトラブルがあっ

た場合は、元データまで消えてなくなりますのでご

注意ください。

データを並べ替える指令ＳＯＲＴは単独はもちろん、他の指令の前処理にも欠かせない指令で

す。そのために並べ替えたデータを「ＷＯＲＫ」と言う名前をつけて保存し、次の処理をさせる

といった方法を取りますが、キャビネットの中に「ＷＯＲＫ１」「ＷＯＲＫ２」「ＷＯＲＫ３」

と増えていってしまいがちです。そこでワンポイント。

新規保存先を指定するときに、「ＷＯＲＫ／Ｄ」とすると、「ＷＯＲＫ」の内容を消して新しい

データを

「ＷＯＲＫ」に保存してくれます。

これはＳＯＲＴだけでなく、ＣＳ等他の指令でも使えますので便利な機能として覚えておいて

　　　　ください。

ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

指令指令指令指令 SORTSORTSORTSORTの場合の場合の場合の場合 指令ＣＳの場合指令ＣＳの場合指令ＣＳの場合指令ＣＳの場合
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　　　　　　　　　　　　　　　　データを分類するには（２）グループ分けデータを分類するには（２）グループ分けデータを分類するには（２）グループ分けデータを分類するには（２）グループ分け

顧客ごとに並べ替わったこのデータを１人１人ページ分けします。

使う指令　ＧＲＯＵＰ使う指令　ＧＲＯＵＰ使う指令　ＧＲＯＵＰ使う指令　ＧＲＯＵＰ

メニューだったら 　 処理（Ｐ） 　→　 検索分類（ＧＲＯＵＰ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(1)(1)(1)(1)

処理範囲は「ＷＯＲＫ」、処理の

種類は「キー別改ページ」にチェ

ックして 次へ

26262626
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ページ一覧のページ一覧のページ一覧のページ一覧の

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

「顧客別売上明細台帳」にはこの

ように１人１人の売上明細が分類

され保存されました。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(2)(2)(2)(2)

キー列と新規保存先を指定しま

す。ここでは、キー列を「顧客名」

の列とします。キー列の内容がペ

ージタイトルになりますので、後

で分かりやすいように、顧客コー

ドではなく顧客名にするのもいい

でしょう。 実行

売上台帳から売上台帳から売上台帳から売上台帳から

顧客別売上明細台帳へ顧客別売上明細台帳へ顧客別売上明細台帳へ顧客別売上明細台帳へ

泉様　明細表泉様　明細表泉様　明細表泉様　明細表 岩崎様明細表岩崎様明細表岩崎様明細表岩崎様明細表 明石様明細表明石様明細表明石様明細表明石様明細表
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　　　　　　　　ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

指令ＧＲＯＵＰには他にも指定した条件でグループ分けしそれぞれのバ

インダー（台帳）に保存する方法もあります。条件があまり多いと条件

入力するのが面倒になりますが、少ない条件のグループ分けにはもって

こいです。例えばせっかくランク付けしたのでランクごとにバインダー

を分けるなんていうのはどうでしょうか。他にも地域別にバインダーを

分けるなど

Aランク

台帳

Ｂランク

台帳

Ｃランク

台帳

Ｄランク

台帳

確かマーク付けしたのは顧客マスタで、売上台帳にはされてなかったは

ず。どうやって売上台帳をランク別に分ける事ができるの？僕はいやだ

よ！この人はＡランクこの人はＢランクなんて１人１人分けていくんじ

ゃどれだけ時間があったってできやしないよ。

大丈夫！それがＴｈｅＰＩＰＳのいいところ。そんなのは朝飯前ってとこかな。顧客マスタの顧客コ

ードの列と、売上台帳の顧客コードの列を照合させて顧客マスタのＭＡＲＫの列をくっつけてくれば

出来上がり。君のする事はその照合する顧客コードの列をくれぐれも間違わないという事だけだよ。

指令指令指令指令 CAMCAMCAMCAM

指令ＧＲＯＵＰ指令ＧＲＯＵＰ指令ＧＲＯＵＰ指令ＧＲＯＵＰ
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　　　　　　　　　　　　　　　　いろんな条件で、データを探すにはいろんな条件で、データを探すにはいろんな条件で、データを探すにはいろんな条件で、データを探すには

売上台帳から早川久美子さんのデータをすべて探したいとしたら、

使う指令は　ＣＳ使う指令は　ＣＳ使う指令は　ＣＳ使う指令は　ＣＳ（Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ　Ｓｅａｒｃｈ）

ツールバーだったら

メニューだったら 　　 処理（Ｐ） 　→　 条件検索（ＣＳ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(1)(1)(1)(1)

処理範囲に「売上台帳」と書いて

次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(2)(2)(2)(2)

条件式に

Ｃ３＝”早川　久美子”と書いて

次へ

複数の条件式がある場合は、条件

式を入力するたびに　 追加

27272727
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検索結果が出ました。１１０件中３件が早川久美子早川久美子早川久美子早川久美子さんのデータでした。

今は３件ですが、データを貯め続ければ、それがあなたのお店（会社）の財産と

なって行きます。いろんな角度から分析して経営に役立ててください。

お買上リストお買上リストお買上リストお買上リスト

早川久美子様

� 

� 

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(3)(3)(3)(3)

必要な列が全列で、検索結果を保

存しなければ、このダイアログボ

ックスは 実行 を左クリックする

だけでＯＫです。
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　　　　　　　　　　　　ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

　　　　（条件式いろいろ）（条件式いろいろ）（条件式いろいろ）（条件式いろいろ）

・ 同じ物を２枚以上お買い上げの方：　Ｃ８＞＝２

・ 同じ物を２枚以上でその単価が５万円以上の方：

　　　　　C8>=2　and　C7>=50000

　　・名字がわからなくて、「久美子」だけ分かっている場合（ワイルドカード）：

　　 　　 C3=”=＊久美子”

・ 「早川久美子」又は「速河久美子」さんだったかわからない場合：

 　　　　C3=”早川久美子”　OR　”速河久美子”

・ 売上額がＢランク以上のお客様だけ取り出す場合：

　　　　　Ｃ８＜＝”Ｂ”

         (@MARK)

　　　Ｂランク以上なのに指定は＜＝（以下）になっているのに気づかれたでしょ

　　　うか？Ｂ以上といっても実際にはＢより小さいからです。（Ａ＜Ｂ）

この条件式だと、早川久美子早川久美子早川久美子早川久美子さ

んの９６年４月分９６年４月分９６年４月分９６年４月分のデータを探

してきます。

条件は、ａｎｄ、ｏｒ、ｎｏｔの

他にワイルドカード（あいまいな

指定）もありますので細かい条件

でデータを探す事ができます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂランク以上のお客様にＢランク以上のお客様にＢランク以上のお客様にＢランク以上のお客様に

　セール前日特別ご招待状を送るには　セール前日特別ご招待状を送るには　セール前日特別ご招待状を送るには　セール前日特別ご招待状を送るには

使う指令　・ＣＳ　使う指令　・ＣＳ　使う指令　・ＣＳ　使う指令　・ＣＳ　（Ｃｏｎｄｉｔｏｎａｌ　Ｓｅａｒｃｈ）　条件検索

　　　　　・ＣＬＭ　　　　　・ＣＬＭ　　　　　・ＣＬＭ　　　　　・ＣＬＭ（ＣＬｅａｒ　Ｍａｉｎ）　　　　　　　　白紙の作成

　　　　　・ＷＰ　　　　　　・ＷＰ　　　　　　・ＷＰ　　　　　　・ＷＰ　（Ｗｏｒｄ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）　　　　ワープロ

　　　　　・ＤＭ　　　　　　・ＤＭ　　　　　　・ＤＭ　　　　　　・ＤＭ　（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｍａｉｌ）　　　　　　　ラベル印刷

まず顧客マスタよりＢランク以上のお客様を探してきます。まず顧客マスタよりＢランク以上のお客様を探してきます。まず顧客マスタよりＢランク以上のお客様を探してきます。まず顧客マスタよりＢランク以上のお客様を探してきます。

ＣＳＣＳＣＳＣＳ（Ｃｏｎｄｉｔｏｎａｌ　Ｓｅａｒｃｈ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

・必要な列だけとってくる事がで

きます。ここでは宛名に必要な項

目と担当スタッフ名。本当にＢラ

ンク以上の人かどうか分かるよう

にランクの列。

・探し出したデータは「特別ご招

待」というバインダーに保存しま

す。

28282828
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特別招待バインダーに保存された内容特別招待バインダーに保存された内容特別招待バインダーに保存された内容特別招待バインダーに保存された内容

次にＤＭのデザインを作ります。次にＤＭのデザインを作ります。次にＤＭのデザインを作ります。次にＤＭのデザインを作ります。
特別招待客リストの表は次のようになっています。

使う指令　ＣＬＭ使う指令　ＣＬＭ使う指令　ＣＬＭ使う指令　ＣＬＭ（ＣＬｅａｒ　Ｍａｉｎ）

ツールバーだったら

メニューだったら 　　　　　　　　 ファイル（Ｆ） 　→　 白紙の作成（ＣＬＭ）

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

ページのタイトルを入れて

実行

画面に新しい白い紙が出てきま

す。
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使う指令　ＷＰ使う指令　ＷＰ使う指令　ＷＰ使う指令　ＷＰ（Ｗｏｒｄ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）

ツールバーだったら

メニューだったら 　　　　　　　　 入力（Ｉ） 　→　 ワープロ（ＷＰ）

デザインが終了したらいよいよ印刷デザインが終了したらいよいよ印刷デザインが終了したらいよいよ印刷デザインが終了したらいよいよ印刷
ここではＤｉｒｅｃｔ　Ｍａｉｌ印刷機能を使います。

使う指令　ＤＭ使う指令　ＤＭ使う指令　ＤＭ使う指令　ＤＭ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｍａｉｌ）

メニューだったら 　 アプリ（Ａ） 　→　 ラベル印刷（ＤＭ）

ＤＭデザイン画面ＤＭデザイン画面ＤＭデザイン画面ＤＭデザイン画面

＄Ｓ…ここから始まります。

＄Ｅ…ここで終わりです。

＄C をつけてデータの入っている表の列

番号を書きます。郵便番号は 2列目に入

っているので「＄Ｃ２」といったふうに。

「〒」や「様」「御中」等の固定文字は

直接デザイン画面に書き込んでくださ

い。

注意！　注意！　注意！　注意！　その場合元表の桁数を考慮して

書いてください。桁数が足らない場合

は、固定文字に上書きされ印刷されませ

ん。印字位置は＄マークの位置から印刷

されます。
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７９

印刷結果印刷結果印刷結果印刷結果

〒１２５

　神奈川県川崎市川崎町 1-2-1

　　　ｊｐｐﾏﾝｼｮﾝ２０２　　　　　　様

　　泉　　恵子　様

　　　　　　　　　　　　　　　：三浦
　　　　　　　　　　　　担当：三浦

招待状の宛名書きの出来上がり招待状の宛名書きの出来上がり招待状の宛名書きの出来上がり招待状の宛名書きの出来上がり

特売日前日の招待状は、今や当たり前に

なりつつありますが、もらうと結構うれ

しいもので、つい行ってみようかななん

て気になるものです。

他にもいろんなカスタマーサービスがあ

ると思います。どうぞお店（会社）繁栄

のためにもいろんなアイディアを期待し

ていますよ。

デザインを画面上に出して指令ＤＭを実行し

ます。ページ指定は印刷したいデータが入っ

ているバインダー名（ページ番号）です。

実行

ちょっとちょっとちょっとちょっとおいしいおいしいおいしいおいしい
．．．．

お話お話お話お話

お客様にダイレクトメール等を大量に送る場合、郵便番号順に並んでいると郵便料金が

割安になるって知ってますか？

ＤＭ指令で印刷を開始する前に指令ＳＯＲＴで郵便番号順にデータを並べ替えておくこ

とをお勧めいたします。経費節減の折 … 。
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　　　　　　　　「更新・転記・条件付き計算　ｅｔｃ．」「更新・転記・条件付き計算　ｅｔｃ．」「更新・転記・条件付き計算　ｅｔｃ．」「更新・転記・条件付き計算　ｅｔｃ．」

何でも来い何でも来い何でも来い何でも来い　　　　 　　　　の優れものの優れものの優れものの優れもの

ＴｈｅＰＩＰＳの指令は１つ１つが仕事の単位になっています。

・ Ｏ（Ｏｒｉｇｉｎａｌ　ｔａｂｌｅ）…表を作る。

・ ＣＡＬ（ＣＡＬｃｕｌａｔｉｏｎ）…計算をする。

・ ＳＯＲＴ（ＳＯＲＴ）…データを並べ替える。　　　　　　　　　　ｅｔｃ．

その中でもこのＭＰＵ（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｕｒｐｏｓｅ　Ｕｐｄａｔｅ）は、日本語では多

目的更新。「こんな時にはこうしたい」といった条件をつけて計算をさせたり、条件をつ

けて書き込んだり、条件をつけて転記させたり…ができる指令です。もちろん条件無しで

も受け付けますので、単純な処理にも使えます。

この本の最初に戻ってみましょう。お店に早川久美子さんが来たところです。

表を作って、データを入力して金額計算をしたところまでを考えてください。

下の画面のように数量を入力した時点で金額の計算ができたらいいのにと、思いません

か？　　他には単価や数量が変わったときも再計算（計算し直し）して欲しいｅｔｃ．

使う指令　ＭＰＵ使う指令　ＭＰＵ使う指令　ＭＰＵ使う指令　ＭＰＵ（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｕｒｐｏｓｅ　Ｕｐｄａｔｅ）

メニューだったら 　 処理（Ｐ） 　→　 多目的更新（ＭＰＵ）

29292929
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８１

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

定義表の使用をクリックしてチェ

ックマークをつけます。

次へ

　　

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（２）（２）（２）（２）

キーボードからの入力をチェック

して 次へ

定義表がすでにある場合はその定

義表のページを指定します。今回

は新規に定義表を作ります。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（３）（３）（３）（３）

条件はない条件はない条件はない条件はないので実行式だけ書きま

す。

単価×数量＝金額　なので

Ｃ８＊Ｃ１０＝Ｃ１２と書きま

す。 追加 　 次へ

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（（（（４）４）４）４）

定義表の保存先バインダー名と定

義表のタイトルを書き込んだら

実行

必ず保存してください。必ず保存してください。必ず保存してください。必ず保存してください。
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出来上がった定義表を画面に呼出してみましょう出来上がった定義表を画面に呼出してみましょう出来上がった定義表を画面に呼出してみましょう出来上がった定義表を画面に呼出してみましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使う指令は　Ｇ（Ｇｅｔ）です。

右の表が自動的に作成されたＭＰＵの

定義表です。指令に／Ｔのモードをつけ

るか、メニューで実行後ダイアログボッ

クスの定義表を使用にチェックマーク

をつけて先ほどの手順どおり実行し、定

義表を保存してあげるとこの定義表は

再利用がきくというわけです。

ワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキングワンポイントクッキング

　ＭＰＵの定義表はＷ（又はＭＴ）の定義表としても使えます。

指令Ｗには定義表を自動的に作る機能はありませんので、ＭＰ

Ｕで自動作成した定義表を使うというのも一つの手段です。

定義表は指令Ｏで作ってもかまいませんが、指令によって定義

表の形（項目）が違いますので、慣れるまでは自動作成の方法

をお勧めします。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス
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ではさっそく指令Ｗで早川久美子さんのデータを入力してみましょう。ではさっそく指令Ｗで早川久美子さんのデータを入力してみましょう。ではさっそく指令Ｗで早川久美子さんのデータを入力してみましょう。ではさっそく指令Ｗで早川久美子さんのデータを入力してみましょう。

　表の中にカーソルが出てきたら入力してみてください。

１度入力したところでもカーソルを戻して入力し直すと金額が

変わる様子が分かります。

単価や数量をいろいろ変えて試してください。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

定義表を使用をクリックして、定義

表の入っているバインダー名とペー

ジ番号を入力します。その時エディ

ットボックスの右横の参照ボタンを

押すと、キャビネットバインダー一

覧が出てきますのでそこから取り込

んでくる方法があります。バインダ

ー名やページ番号を忘れたとき等は

特に役に立ちます。
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もう１度定義表を画面に呼出してきます。もう１度定義表を画面に呼出してきます。もう１度定義表を画面に呼出してきます。もう１度定義表を画面に呼出してきます。

　　　　

　それができたら、次は定義表に条件式を付け加えてみましょう。

年間売上がＡランクのお客様で単価が２００００円以上の場合は１割引するという

サービスなんかいかがでしょうか？

その前に、条件式を書き込むには定義表の条件式の列

幅が足りませんので、条件式と実行式の列の桁数を大き

くしておきます。使う指令はＣＦＣＦＣＦＣＦ（桁数の変更）です。
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８５

売上台帳の列情報と金額計算定義表売上台帳の列情報と金額計算定義表売上台帳の列情報と金額計算定義表売上台帳の列情報と金額計算定義表

 　　

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

条件式と実行式の列の桁数を

２５桁と２０桁に変更します。

実行

指令ＭＴを使って条件式、実行式

を追加していきます。

売上台帳のＡ・Ｂ・Ｃとランクが

書き込まれた列番号と単価と金額

の列を前もって調べておきましょ

う。

調べるのが面倒な方は「＠項目

名」と言う便利なものがありまし

たね。

単価単価単価単価はＣ７金額はＣ７金額はＣ７金額はＣ７金額はＣ９はＣ９はＣ９はＣ９

ランクはＣ１４です。ランクはＣ１４です。ランクはＣ１４です。ランクはＣ１４です。

注意注意注意注意!!!!!!!!

売上台帳と先ほどの表では列番号が違いますので

ご注意ください。したがって実行式１の列番号も

変更が必要です。
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ＭＰＵを実行してみましょうＭＰＵを実行してみましょうＭＰＵを実行してみましょうＭＰＵを実行してみましょう

Ａランクで単価が 20000円以上の

方にご注目！！

この画面では金子昭さん、水野順

子さん、山田智子さんがＡランク

でしかも単価が 20000円以上のも

のばかりです。ＭＰＵ／Ｔを実行

させて、結果と比べてみましょ

う。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（１）（１）（１）（１）

ここでは画面上だけで試してみま

す。うまく行ったら処理範囲を売

上台帳にしてください。

さっき作った定義表を使います。
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８７

集計結果集計結果集計結果集計結果

　　　

Ａランクで単価が 20000 円以上の方だけ 1 割引になっているのがハッキリ分かります

ね。このようにいろんな条件で計算したり転記したり、更新させたりできるのが指令Ｍ

ＰＵです。２冊のバインダー（台帳）間でもできますのでご活用ください。

ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス（２）（２）（２）（２）

定義表のページ番号を書き込んだら

実行
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ひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモ

対話型データベースはいかがでしたでしょうか？

リレーショナルデータベースが主流？　だけど難しくて使えなければ、なんの役にも立ち

ません。コンピュータを仕事の道具にするためには、簡単で分かりやすいが 1番です。

それに人の考え（アイディア）はいつも後から後から出てくるもの。自由自在に変更が可

能でなければ使い勝手が言いとはいえません。

ＰＩＰＳのことを頂点を極めたデータベースと表現した人がいました。

コンピュータを仕事の道具として、使って頂くために、「ＴｈｅＰＩＰＳ」に関わってい

る私たちも日々頑張っています。


